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Childcare and Family Support Using Art Activity Ⅲ
～A detailed record 3 years of NOBI-NOBI workshops ～









































■運営グループおよび学生数；2 年 1 組　1 班 14 名
Ｈ 26 造活ワーク─２





























































































■参加者および参加者数；幼児・児童・保護者  45 名
■運営グループおよび学生数；陣内ゼミ学生　７名
Ｈ 25 ゼミワーク─３






























■開催日時；12 月 20 日（土）12：30 ～ 15：45
■活動概要・場所・等；佐世保市立相浦児童センター
「あいのうらこどもまつり」ウォークラリー＆つ
くってあそぼう
■活動内容；
１）大なわとび
２）紙飛行機的あて
■活動内容；
１）レクリエーション「ジャンケン列車」
２）竹ぽっくり
３）竹とんぼ
４）水てっぽう
５）ささぶね
６）水切り
７）ブンブンこま
８）ナチュラルアート
■参加者および参加者数；幼児・児童　42 名
■運営グループおよび学生数；陣内ゼミ学生　８名
造形を通した子育て支援活動Ⅲ　～のびのびワークショップ３年間の記録～（平成 24・25・26 年度）
—85—
討し実践していきたいと考える。３）紙ずもう
４）水きり
５）日本地図パズル
６）ナチュラルアート
■参加者および参加者数；幼児・児童　49 名
■運営グループおよび学生数；陣内ゼミ学生　８名
おわりに
　本活動は、保育専攻の学生達への学びの場を提供
することが目的の一つであった。学生たちは、授業
アンケート等の中で、子どもや保護者に関する新鮮
な感想や自身の保育技術に関する振り返りをおこ
なっている。協働でおこなう保育活動の意義や子ど
もや保護者とのふれあいの中からたくさんの内容を
学ぶことができていると考える。また、その中には
社会に順応していくコミュニケーション能力の向上
も確認できる。
　本活動のもう一つの目的として、保護者への子育
て支援がある。「のびのびワークショップ」は９年
目を終え、地域に少しずつ受け入れられ定着してい
る。これは保護者がこの活動の有意性を理解してい
ただいた結果であると考えたい。この活動をどのよ
うに継続し、発展させることができるか、今後も検
